病理学1　　　腫瘍の１（腫瘍の特徴と疫学と原因）　　　　　　小林正伸
Q:がん細胞と正常細胞どちらが早く増殖する？

腫瘍の定義：腫瘍とは細胞が自律的に過剰に増殖してできた組織の塊である。

　　　　　　原則として単一の細胞に由来する。（単クローン性）

自律性増殖とは？

正常細胞は，細胞周囲環境下の増殖制御機構（増殖シグナルと増殖停止シグナルを伝えるサイトカインなど）の制御下にあるが，腫瘍細胞は制御機構から逸脱し，自律して増殖できるようになる。

単クローン性の意味は？

癌組織中のすべての癌細胞が1個の細胞に由来することを意味する。このことは、癌細胞が1個からスタートして臨床的な腫瘍に到達するまで10-20年もかかると言う事実を説明するためにも重要である。1個からスタートして１グラムの癌（109個）になるのには数え切れないほどの分裂回数が必要であり、そのために10-20年という時間が必要である。
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実際の癌における単一クローン性の証明

１．解糖系酵素のG-6-PDはX染色体上にあり、女性の全ての細胞はこのG-6-PDアイソザイムAもしくはBを持っている。707例の癌でこのアイソザイムを調べると、681例はどちらか一方のアイソザイムを持っていた。つまり、単クローン性であると考えられた。

２．骨髄腫患者では産生される免疫グロブリンが単一である。

３．ATL患者の細胞にはATLVが感染し、DNAに挿入されている。その挿入部位は、同一の患者においては同一の部位である。
　　
１．腫瘍の分類

　１）生物学的形状あるいは予後による分類

　　　良性と悪性
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Q: なにをもって悪性というのか？ 
　２）組織発生による分類
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表皮や消化管、尿路などの内腔を覆う粘膜上皮、分泌を行う腺組織や実質臓器は上皮性組織からなり、ここから発生する腫瘍が上皮性腫瘍である。悪性上皮性腫瘍を癌という。

結合組織、脂肪組織、筋組織などは非上皮性組織であり、ここから発生する腫瘍は非上皮性腫瘍である。悪性非上皮性腫瘍を肉腫という
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　３）原発臓器による分類

　４）原発か転移かによる分類

　腫瘍の実際の命名法
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２．腫瘍の形態

　　肉眼的
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表面より突出するものはポリープ状、茸状などの形態をとる。（ポリープのスライド）

　　　腫瘍が表面にある場合、隆起性の腫瘤を形成。粘膜で大きく隆起したときポリープと呼ぶ

　　　隆起性の腫瘤は中心部が壊死するために潰瘍を形成することも多い（胃がんの潰瘍形成型スライド）。
　　　実質臓器では結節を形成する（スライド肝がん）。

中心部が壊死となり空洞となることも多い。（中心壊死）

３．組織学的形態
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　　　上皮性腫瘍では2個以上の癌細胞が集団を作って増殖して胞巣を形成。（スライド、胃がんの組織）
　　　非上皮性腫瘍では間質の増加もなくばらばらと増殖することが多い。（スライド脂肪肉腫）
４．腫瘍細胞の特徴
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癌の疫学

１．日本における死因の推移

　　悪性腫瘍をはじめとした死因はここ５０年間でどのように変化しているのか？
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　明らかに癌による死亡数は増加している。

２．日本における各種がんの罹患率
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５．がん死亡数の増加の要因としての難治がんの存在

がん死亡率の推移を示した図の中で、肺がん、肝がん、膵癌による死亡率の増加が著しかった。この事実は、これらのがんが難治がんと呼ばれる５年生存率の低いがんであることから、がん死亡数の増加の一要因となっていることが推測される。
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とりわけ膵臓癌の治療成績が悪い。

II. 癌の特徴
　

１．癌はどのようにしてできるのか？

　１）がんの原因
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がんは遺伝子の変異の積み重ねによって発症してくる遺伝子病と考えられる。

1 がんの発症に関与する分子機序
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　　がん遺伝子の種類
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　　がん遺伝子の誕生（原がん遺伝子の活性化）とがん化
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癌原遺伝子は、正常細胞が増殖する際の増殖シグナルの伝達経路においてシグナルを伝える役割を果た

している。癌遺伝子として変異が入ることによって外からの刺激がなくても増殖刺激が常に活性化して

いると考えられる。

癌抑制遺伝子の不活性化

癌抑制遺伝子の種類
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癌抑制遺伝子の働き
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　２．発癌の原因は？

遺伝要因の関与
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喫煙の関与
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感染症の関与

感染症の関与する癌一覧
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